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本日伺いたいこと

・川崎北部地域の病院から救命救急センターの指定申請
書が提出された。
・県としては指定する方向で検討しているため、
① 指定する場合における地域の懸念点や求める役割
② ①に、どのように対応し確認していくか。

についてご意見をいただきたい。
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川崎北部地域救命救急センターの新規指定について

•三次救急は概ね応需できており、不要

•高齢者救急が増加する

•二次救急の応需体制の不安（二次を受ける体制の弱体化）

•医療人材の分散化

医療需要・

救急医療体制

•既存の救急医療機関と密接に連携し、適切な役割分担をしながら、地域の救急医
療の充実に貢献する必要がある

•地域住民や医療関係者と意見交換を行い、地域から期待される役割を把握し、信
頼される医療機関となるよう努めること

•小児医療や周産期医療をさらに充実させ、回復期医療の整備にも取り組むこと

高度な医療を担う医
療機関に求める役

割

•現状において救命救急センターの新規指定は不要もしくは時期尚早である結論

○ 救命救急センターの新規指定については、新規指定を希望する医療機関からの申し出を受け、
令和２年～３年度の川崎地域地域医療構想調整会議等で協議の結果、指定見送りとなった。

【R２～３年度調整会議御意見の概要】
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川崎北部地域救命救急センターの新規指定について

• 人口は2040年まで増加

• 医療需要は2050年まで増加

• 川崎地域の救急搬送件数は約1.1倍（R１→R5）

川崎地域の

医療需要

• 医師の働き方改革の影響（県内では救急の体制を縮小す
る病院も）

• 新興感染症拡大など困難事態の救急医療体制への備え

医療を取り巻く
環境

• R6重篤患者受入数は県全体で約２割
（川崎地域（北部１、南部２）も同様）

救命救急セン
ターの受入状況

一旦、拠点として救急患者を受
け入れて、患者の重症度に応じて、
重篤でない患者は地域の他の救
急病院へ流していく、救急受入拠
点としての役割も担っている

救命救急センターは

高齢者救急医療需要の
増大

 要件を満たす医療機関を新たに救命救急センターに指定する方向で検討したい
 指定する場合における地域の懸念点等について改めて伺いたい
 懸念点等がある場合に、地域としてどのように対応し、確認していくかについてご意見をいただきたい
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目次
１ 川崎地域の医療需要等、医療を取り巻く環境変化
２ 救命救急センターの新規指定に係る懸念点等への対応
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１ 川崎地域の医療需要等、医療を取り巻く環境変化
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１(1) 川崎北部地域の人口推計
○ 川崎北部地域は2040年まで人口増加が続く見込み

出典：日本医師会地域医療情報システム
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１(２) 川崎北部地域の医療需要
○ 川崎北部地域は2050年まで医療需要は増加する見込み

出典：日本医師会地域医療情報システム
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１(３) 救急搬送件数の増加

○ 救急搬送件数は増加しており、今後も増加が見込まれる。
○ 川崎地域の救急搬送件数も増加しており、同様に増加が見込まれる

出典：第８次保健医療計画
出典：令和７年度プレホ部会資料
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１(４) 医師の働き方改革の影響

○ 「医師の働き方改革施行後調査」によると、県内二次・三次救急病院のうち、
救急医療提供体制について、「縮小」、「縮小予定」の回答 → ８病院

○ 縮小等の内容
・ 救急の診療時間の縮小
・ 救急対応を行う医師数の削減
・ 救急当番日の見直し
・ 手術症例の制限
・ 対応可能な診療科の制限

○ 今後、夜間受入困難な救急病院が生じる可能性もある

出典：令和６年 医師の働き方改革施行後調査（２回目）結果集計について
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１(５) 困難事態に備えた対応

○ コロナ禍では、患者の症状（重症（ECMOなど）、中等症、軽症）に応じて医療機関へ搬送

○ 冬季のインフルエンザ、コロナの感染症同時拡大や、災害、大規模な事故等の困難事態を考慮し、
ある程度の余力を持っておくことも必要ではないか
→ 高度な医療へ対応できる医療機関の維持・確保＋医療機関連携など

（神奈川モデル）
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１(６) 救命救急センターの役割の変化

施設名 年間重篤
患者数

年間受入救急
車搬送人数

重篤患者
割合

聖マリアンナ医科大学病院 2,008 9,198 0.22

川崎市立川崎病院 1,145 6,731 0.17

藤沢市民病院 1,937 10,481 0.18
恩賜財団済生会横浜市東部病
院 1,761 8,034 0.22

小田原市立病院 1,339 6,985 0.19

横浜市立みなと赤十字病院 1,274 12,766 0.1

横浜市立市民病院 1,410 8,828 0.16
独立行政法人労働者健康安全
機構横浜労災病院 1,615 9,612 0.17

横須賀市立うわまち病院 760 7,576 0.1
医療法人徳州会湘南鎌倉総合
病院 3,004 19,898 0.15
国家公務員共済組合連合会横
浜南共済病院 1,237 8,393 0.15

施設名 年間重篤
患者数

年間受入救急
車搬送人数

重篤患者
割合

独立行政法人国立病院機構
横浜医療センター 885 6,023 0.15

平塚市民病院 1,177 9,970 0.12

海老名総合病院 1,832 10,655 0.17

北里大学病院 1,594 5,001 0.32

東海大学医学部付属病院 2,412 7,099 0.34

昭和大学藤が丘病院 1,053 5,417 0.19
聖マリアンナ医科大学横浜市
西部病院 966 5,987 0.16
公立大学法人横浜市立大学附
属市民総合医療センター 1,626 4,554 0.36
国家公務員共済組合連合会横
須賀共済病院 1,530 13,901 0.11

日本医科大学武蔵小杉病院 1,113 5,055 0.22

計 31,678 182,164 0.17

○ 救命救急センターは重篤患者だけでなく、幅広く救急患者を受け入れている。

出典：救命救急センター充実段階評価（令和６年度実施）



13

１(7) 今後の救命救急センターに求められる機能

○ 重篤患者の受入中心

○ 既存の救命救急センターは、重篤患者だけでなく、幅広く救急患者を受け入れている。

・ 「人口及び医療需要の増加」 、「救急搬送件数の増加」
・ 「医療需要の変化」（高齢者救急）
・ 「医師の働き方改革の影響」（夜間休日の対応力の低下）
・ 「有事に備えた平時からの体制構築」

これまでの認識

実際は・・・

一旦、拠点として救急患者を受け入れて、患者の重症度に応じて、重篤でない患者は
地域の他の救急病院へ流していく、救急受入拠点としての機能
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２ 救命救急センターの新規指定に係る懸念点等への対応
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２(1) 令和２、３年度地域医療構想調整会議における協議結果等
○ 新百合ヶ丘総合病院は令和２年度にも救命救急センターへの指定意向を示しており、令和２年度から３年
度にかけて、地域医療構想調整会議で協議（全４回）

○ 一律賛成、反対と意見をまとめるのは困難であるため、座長（川崎市医師会長）取りまとめで知事宛に意
見書を提出

○ 「現状において救命救急センターの新規指定は不要もしくは時期尚早」

過去の調整会議で示された主な懸念
・ 二次救急の応需体制の不安（二次を受けなくなるのではないか）
・ 医療人材の分散化（地域から医療従事者を引き抜くのではないか）

求められる機能
・ 地域住民や医療関係者と意見交換を行い、地域から期待される役割を把握し、信頼される
医療機関となるよう努めること

・ 小児医療や周産期医療をさらに充実させ、回復期医療の整備にも取り組むこと
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２(2) 新百合ヶ丘総合病院の状況
○ 実績・体制等

・年間受入救急搬送人員 R２年：6,650人 → R６年：8,609人
・年間重篤患者数 R２年：853人 → R６年：1,126人
・センター専従医師数 R２年度：14人 → R６年度：30人
・うち救急科専門医数 R２年度：５人 → R６年度：８人

○ 新百合ヶ丘総合病院が目指す救命救急センターとしての役割

・重症者対応だけではなく、軽症・中等症も含めた幅広い救急患者に
対応した地域の救急医療の拠点的役割
・川崎市の救急医療体制に寄与するため、 ER型の救命救急センターと
して、幅広い救急患者を受入れ、救急医療人材の育成に引き続き努める

（新百合ヶ丘総合病院の指定申請書要約）
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本日伺いたいこと

川崎北部地域に救命救急センターを指定する方向で検討
しているため、
① 指定する場合における地域の懸念点や求める役割
② ①に、どのように対応し確認していくか。

についてご意見をいただきたい。
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参考 今後の進め方（想定）

調整会議①（今回会議）

調整会議②（次回会議）

救急医療問題調査会プレホスピタル
ケア・二次・三次救急部会

救急医療問題調査会

医療審議会

懸念点の把握

対応案の報告

諮問答申

議論
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参考 令和３年度当時の地域医療構想調整会議の意見書①
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参考 令和３年度当時の地域医療構想調整会議の意見書②
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説明は以上です。
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